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要約
小河)1や谷が入り組む按雑地形である佐賀県東松浦半島の台地上と谷部の気温および風の関係につい
て調べるために，定点観測およびGPSによる移動観測を行った。その結果，次のような特融が明らか
になった。 1)気温と嵐速との簡には相関がみられ その相関性は海洋からの季節風の影響を受ける冬
期のほうが顕著である。静穏自では谷部は盆地型気候を示し，風がある日では逆に台地上よりも谷部の
方の気温が高くなる。 2)冬期に季節風が北西より吹くときに，沿岸および半島中央地域とは異なり，
谷部では風向は北東よりになる。 3)早朝の気温は静穏日では谷部が台地上と比較して約30C低くなり，
嵐がある日では谷部は台地上よりも約20C高くなる。
Summary 
Higashimatuura peninsula is complicated terrain， which has some small rivers and valleys， and 
encircled by the sea from three directions. For making clear its climate， the fixed-point observation 
and movement observation by GPS were conducted in valley and upland areas. The results are as 
follows.l) The relationship between temperatures and wind velocities are remarkable in winter for 
season wind 合omthe sea more than in summer. On windless day it appears basin climate in valley 
area， while on windy day it is warm in valley rather than on upland.2) The northwest wind， which is 
season wind in winter， directly effect on the cost and the center in the peninsula， whereas northeast 
wind effect on the valley area.3) On the temperatur・esin the early morning， its temperatures on 
windless day is lower in valleys than on uplands by about 3 degree， inversely on windy day， ishigher 
in valleys than on upland by about 2 degree. 
35 
1 .はじめに
三方向を海洋に阻まれている佐賀県東松浦半島
(上場台地)の気象は海洋気象の影響を受けてい
るが，標高が200m程度の合地と小河川および谷
が入り組んだ地形であるために気象変化が複雑に
なっている。たとえば谷部では静穏な晴天夜間に
は海洋からの風の侵入が小さく，放射冷却により
低温となりやすい。しかし微風により気誼は変化
するので，最低気温の出現域や出現時刻を予測す
ることは国難となる。複雑地形の半島における霜
などの気象災害の防止のためには，気象環
境および微気象分布の特徴を把接することが必要
である。
従来，複雑地形における微気象特性の研究には，
サーモグラフィ装置を利用した気温分布観測(黒
瀬・林， 1993)，衛星画像データによる冬期夜間
冷却時の地表面付近の熱環境解析(美濃村ら，
1997) ，あるいは，国土数値情報を利用した複雑
地形の自射量分布推定モデル(黒瀬， 1991)があ
る。また， ?合岸部における夜間の陸風と冷気流と
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の関係を報告したものもある(千葉ら， 2000)。
しかし，本研究対象地域のように，複雑地形の半
島の気象特性についての研究はみられない。
本研究では，複雑地形である佐賀県東松浦半島
の台地上と谷部の気温および風の関係について調
べるために，定点観測およびGPSによる移動観
測を行った。
2.方法
2. 1 定点観測
気温観測は上場台地の谷部にあたる唐津市小十
と台地上にある唐津市竹木場で、行った。気温は温
湿度計 (KADEC-HTV，コーナーシステム)を
使用した。また風は風向風速計(センサ一部:
KDC-S4 ，ロガー音~ : KADEC-KAZE，コーナー
システム)を小十に設置し，毎正時に前10分の平
均風速，ベクトル平均風向を測定した。
放射収支量は佐賀大学海浜台地生物生産研究セ
ンターの試験圃場(唐津市神田:標高約160m)
に設置している気象観測システムによるものであ
る。
その他の気温と風向風速は気象官署による地域
気象観測地点の枝去木，唐津市役所および玄海町
における観測データを使用した(図-1 )。
図-1 上場台地における気象観測地点
2. 2 移動観測
(1) 観測方法
冬季の早朝における気温分布の時間的変化を調
べるために上場台地の谷部を中心とした地域を観
測することとした。この地域は唐津市梨川内・小
十を中心とし，竹木場，大良地区の東西約4km， 
南北約 5kmの範囲で、ある。図-2に移動観測対象
地域を示す。竹木場，小十，梨川内，大良の順で
標高が低くなっており，北側に聞けた地形である。
両側には標高200m程度の台地があり，小十・梨
川内を囲む盆地型地形となっている。赤線で示し
ているのは自動車の走行コースであり，走行距離
は一周約35kmで、ある。
気温観測にはデジタル温度計 (タパイエスペッ
ク製RT-ll)を用い，センサ一部分の輯射熱を
防ぐために直径5.5cmの塩ピ管のまわりをアルミ
箔で、覆ったもので保護し，自動車のルーフに取り
付けた。測位には GPS(Global Positioning Sys-
tem:汎地球測位システム)-2000ZZ (パイオニ
アナピコム(槻) を使用し，パソコンと接続し位置
データ(緯度，経度，標高)および測定時刻をファ
イルに保存した。約 1時間で一循環し， 10秒間隔
で気温データとそれに伴う位置データ(総計約360
個)を記録した。
図-2 自動車走行路(赤線)と200m等高線(黒線)
(2) データの補正
走行距離を50m毎に分割して得られた合計675
地点の緯度・経度(以下，座標と呼ぶ)・標高を
求めた。このとき走行距離は走行ごとに異なった
ので， 6周の平均距離を求めて，各時間の走行距
離がこの平均距離になるように拡大縮小した。
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また，毎走行における675地点の座標と標高を
平均して， 50m毎の平均産擦と標高を求めた。そ
してさらに360地点の測定時刻から， 675地点の澱
定時刻を求め，次に気温の時間変化は時間の l次
式で表されると仮定して各地点の毎正時の気温を
求めた。
2 
2月
????
4 
3 
2 
? ? ? ? ? ?
???
?
。
1:ド
? ? ? ?
麻・出
R2 = Ol2653 
。-2 -3 O -4 
4 
3 
2 
? ?
??
????
???
?
。 2 。
日最低気温差(谷部一台地上)Cc) 
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(2) 気温藁および風速の経時変化
図-5に冬季における風が弱い静穏日(a )と，
風がある日(b )の風速と気温差(谷部一台地上)
の経時変化を調べた。
3.解析結果
3. 1 定点観測
(1 ) 気温差と風速の季節的相関性
夏季と冬季における気温差(谷部一台地上)
風速の相関岡を図-3， 4に示す。夏季は風速に
かかわらず気温差oOC前後に集中し，はっきりと
した特般はみられない。これは，最高気温が1日
のうちの日中に発生し，地形や嵐の影響よりも日
射の影響を強く受けているので，谷部と台地上の
気温に差がみられなかった。
一方，冬季は風速が大きいほど谷部(小十)で
の気温が高くなり，逆に風速が小さいほど谷部
(小十)での気温が低い。また風速が同様にほぼ
静穏であっても，気温差が異なるのは晴天日か曇
天日の違いによるものであると考えられる。
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①風が弱い静穏日
2000年2月258は，深夜から日の出まで(0時
~7 時)，放射収支は2.5Mj/ぱ以下であり天空
への長波放射が多く，雲はほとんど発生していな
い晴天夜間であった。谷部での風向は深夜O時か
ら午前9持の開で南東~南西の方角で変化し風速
はo~ 1 m/sであった。風速および気温差の変
化を図-5 (a)でみると，夜間では谷部(小十)
のほうが気温は低く，在の出前にoOC以下となっ
ている。これは静穏日には対象地域がほぼ盆地型
の地形をしているために，冷気が地表付近に滞留
し谷部が低温となり，台地上では相対的に気温が
くなったと思われる。
②風がある日
2000年2月16日は，深夜から日の出まで(0持
~7 時)で，放射収支はほぼOMj/ぱで，やや
曇天日であった。風向は深夜O時から午前即時の
開で北東~東北東~東の方角で変化し，風速は2
~4m/s であった。谷部のほうが全般的に台地
(竹木場)よりも気温が高い傾向があり，この
ことは静穏日の場合とは対称的な結果となった。
(3) 冬季における谷部の嵐と季節風について
2000年2月4日と 2月15日における風向風速と
気温の 1時間毎の変化を調べた。この結果，風の
弱い日には，いずれの4地点とも，日中は北より
の風である海風，夜間は南よりの陸風が生じてい
る。しかし風の強い日には，玄海護ftからの季節風
が吹いており，季節風の影響を受ける 3地点(枚
去木，玄海町，唐津市)では商~北西の風となっ
ているが，小十では呂中一時的に南方向となるが，
ほほ東よりの風となっている。そのよ，風速は他
の3地点に比べ，小十の風速は比較的弱いことも
認められる。このことは，北西，東から南の方角
を標高およそ200mの台地に囲まれた谷部地域で
は，産接季節風の影響を受けず，地形的な効果ま
たは海洋からの風が侵入したものであると考えら
れる。
気温変化についてみると，風の弱い日では日較
差が大きく，夜間においては海洋に近いほど気温
が高い。また，風の強い日では，日較差は小さく
なっている。
3. 2 移動観測
気象条件が静穏な晴天日および風がある曇天日
において移動観測を行った。静穏日においての観
測は2000年11月4日に行い，日の出時刻は 6時40
分(佐賀市)であった。この日は夜半過ぎから明
け方にかけて放射収支はマイナスとなり，天空へ
の長波放射があった。また 風速については O~
0.5m/s程度であり，静穏に近い状態である。
関-6に6時00分から10時00分の気温分布時間変
化を示す。日の出時刻を過ぎてから徐々に気温は
上昇するが，谷部における低温地菅は9時ごろま
で閉じ場所に残ったままである。また閥囲に比較
して標高が低いところでは，全体的に低温域に
なっている。 10時になると太陽高度も上がり，日
射の影響のため分布は一様になる。なお 6時にお
いての最低気温は9.1度最高気温は12.2度であ
り， 6時から10時までの最低気温は8.9度，最高
気温は23.1度であった。
次に風がある日の観測は2000年10月27日に行い，
日の出持刻は 6時33分(佐賀市)であった。深夜
から明け方にかけての放射収支はおよそ 0であっ
た。また風速は 1~ 3 m/sであった。図-7に
午前6時00分， 8時00分， 10時00分における気温
分布の時間変化を示す。日の出前の 6時において
台地上に比較して，谷部での気温は高く，日の出
後9時ごろまで解消されない。観測時間内におい
て最低気温は15.0度，最高が21.3度であり， 6時
においての最低気温は15.0度，最高気温は16.9度
であった。
国一8に間気象条件の午前6時の分布を示すo
a)は静穏日， b)は風がある日の分布を表して
いるが，両分布は形状が類似しており，気温の高
低がほぼ逆になっているだけである。分布が類叙
した理由としては気温形成に地形的な要因が大き
く影響したためと考えられる。
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40 GPS気象観測による東松浦半島における複雑地形の気温特性
4.考察
観測対象地域は北方に海洋があり，風が気温に
える影響は，北風が顕著な冬季のほうが夏季よ
りも大きい。また冬季において風がある日は台地
上よりも谷部の方が気温が高くなった。これは陸
地に比べて海洋の方が相対的に温かく，海洋の上
を吹送する風は温暖であるため，議雑地形の谷部
にあたる地域に寝入すると，気混にも変化をもた
らす。したがって海洋からの風が吹いたときに，
海洋の影響を比較的大きく受けた，海洋に近い谷
部の方が台地上よりも気溢が高くなったと推測さ
れる。
また台地東西の沿岸地域および台地中央部での
季節風が北西方向から強く吹いているとき，谷部
では北東風であり，この風は季節風が変形して侵
入したものか，別の機構によるものか明確ではな
い。対象地域は谷と台地が入り組んでいるため，
地形効果による局地的な風と海洋からの風を総合
的に考慮し，谷部での気温および風の鉛直分布を
観測する必要がある。
移動観測による結果においては，日の出前から
日の出後数時間までの気温分布を作成し，気象条
件の違いで分布に違いが現れることを確認した。
つまり，静穏日では日の出後も谷部において低温
部が継続して現れていることがわかった。この理
由として，観測対象地域は盆地型地形をしている
ため，標高の低いところで気温が低くなったもの
と考えられる。また，静穏誌の場合とは対象的に
風がある夜間では，日の出前から標高の低い部分
では周簡に比べて相対的に気温は高くなっている。
これらの結果は，定点観測と同投の特徴が得られ
た。また，風のある日，ない日いずれも気温分布
の形状が類似しているのは，地形の影響を受けて
いるためであると考えられる。
本研究では上場台地の台地上と谷部の比較から
気温と風との関係について，定点観測および移動
観測による気象データに基づいて調べた。その結
果，次のような特徴が明らかとなった。
① 気濫と風の相関性は冬季のほうが顕著であ
り，静穏日では谷部は盆地型気候を示し，風
がある日では台地上よりも谷部の方の気温が
高くなる。
② 冬季に吹く北西の季節風があるとき，谷部
では風向が北東よりになる。このことは，谷
部には海洋からの風あるいは地形的効果によ
る風が侵入しているものと考えられる。
③ 風がある日の場合には早朝の気温分布は，
谷部は台地上よりも気溢が高くなり，静穏日
の場合とは逆に谷部が低くなる。この時，気
温分布の形状は両者ともに類似している。
今回得られた結果から，谷部における気温形成
にはさまざまな要因が相互に関係し合っているこ
とが予想される。さらに，観測を継続しデータを
蓄積することが重要であると思われる。
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